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水田に対する各種有機物の施用効果

－大規模施設による工場堆肥等の特件と水稲に対する施用効果－

第1報　岩手県中北部における施用効果

遠藤征彦・斎藤　博之・新毛晴夫・千葉行雄・斎藤　恭・高橋和亡きf＊

（岩手県立農業試験場・＊岩手県農産普及課）
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1　緒　　　　　言

水凹の地力維持のためには有機物の施用が重要であると

いわれている。近年，稲わら唯厩肥の施用星が減少し，稲

わらの直接圃場還元が多くなってきている。一方，畜産も

大規模施設化が進み，稲わら以外のオガクズ等が飲料とし

て用いられることも多く，糞尿の処理も従来からの屋外の

堆積発酵とは異なったやり方で行われていることも多い。

本報では．近年県内で生産され出回ってきた大規模な佐

藤式プラントによるオガクズ発酵鶏糞堆肥（以下工場堆肥

と略称）の特性を明らかにするとともに，水酬こ対する施

用法について検討した結果を報告する。

2　試　験　方　法

（1）工場堆肥の特性と位置づけ

県内に出回っている畜産関連の有機物頬及び工場堆肥等

施設で生産される各種有機物，その他を集めて成分の分析

表1各種有機物分析値（例）

一37一

を行った。また，主成分分析法を用い分析値からみた工場

堆肥の位置づけについて検討した。

（2）工場堆肥の水稲に対する施用試験

1）年次1979年～1982年

2）場所　農試本場；多湿黒ポク土（高梨統）

農試県北分場；灰色低地土（安来統）

岩手県雫石町；多湿黒ポク土（深井沢統）

3）試験区の構成　表2に示すとおり

3　■試　験　結　果

（1）工場堆肥の特性と位置づけ

表1に各種有機物の分析値の一例を示した。工場堆肥は

県内では二戸市及び気仙郡旺田町で生産されているが，成

分的には大差がなく，他の有機物に比べて，pH，ECが高

く，N，P205，K20等成分含量も多い。これらの有機物

の分析値を現物当りに換算し主成分分析を行った結果，第

1壬生分（pH）と第2主成分（C，N，P205，E20等）で

（ECまでは現物当り，C以下乾物当り）

有 機 物 の 種 類
水　 分 p H E C C N

C ／N
P 2 0 5 K 2 0 C a O 胤g O

（％） （比 2 0 ） ミリモ ー ） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

工 場 堆 肥 （住 田 ） 53．6 9．2 3 3．3 3 2．1 3．5 4 9．1 6．5 7 4 ．8 2 2．2 5 1．6 6

〝　 （二 戸 ） 33．7 9．2 16．1 3 5．8 2．8 6 12 ．5 7．5 0 3．4 8 10 ．9 0 1．7 0

バ　 ー　 ク　 堆　 肥 60 ．4 7．1 0，3 3 4．0 1．0 0 3 4 ．0 0．10 0．12 3．7 0 0．3 0

0．5 9

鶏　　　　　　 糞 6．3 7．2 9．3 3 0．6 5．54 5．5 4．6 8 2．6 9 －

オ ガ ク ズ 牛 糞 厩 肥 74．5 7．8 1．6 3 3．9 0．9 7 3 4 ，9 1．4 9 0．3 5 2．0 2

ワ　 ラ 牛 糞 厩 肥 6 3．6 6．9 4．4 1 1．4 1．3 9 8．2 1．5 3 0．7 2 2．2 4 1．0 5

注．pll（1：2．5）．EC（1：5）．その他分析法一堆厩肥等有機物分析法（土壌保全対策資料第56号）による。

累積寄与率79％を示した。その分布図で，工場堆肥は高　　について検討した。工場堆肥のN成分量からみて，108当

plI．東成分合堤に位置づけられ，明らかに他の有機物と　　り施用韻を0．3g，0．6fとした。1979年～1982年の試験

は果なる特性を持つことが知られた。　　　　　　　　　　　年次のうち，ほは平常年と思われた1979年と，初期低温で

（2）工場堆肥の水稲に対する施用試験　　　　　　　　　　あった1981年の2か年の土壌中N比．一Nの推移と，稲体N

表2に示すような試験区の構成で，工場堆肥の水田施用　　濃度の推移について図1，図2に示した。
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衷2　試験区の構成

農 試本場 ・雫石 農 試 県 北 分 場
推 臥　 アキ ヒカ リ 中苗，ハヤニ シキ

区　 名

1．対照 （牛虎肥）l f 1．無施用

2．オガ クズ牛 糞 1 － 2．対照 （牛厩） 1．2 f

3．　　　 〝　　　　 2 f 3．工場堆肥　　 0．3 f

巧 脛 ）4．オガクズ豚 糞 1 f

S． 〝 2 J

6．工場堆肥 0．3 J

7． ′′ 0．6 才

4．　　 〝　　　　 0．6 f

6／19　7／19　　　6／18　7／8　　7／23

回1　土壌中NH．－N（農試本場）

N％　1979年

6／19　7／19出穏期成牒期　6／18　7／23出梗朗成熟期

図2　稲体茎葉N濃度（農試本場）

土壌中NE●－Nは6月中旬までは工場堆肥区が多目であ

るが．1979年は7月中旬では他の有機物とほは同等になる

のに対し．低温の持続した1981年では0．6f施用区は後半

まで残存している。稲体窒素濃度も1981年は．工場堆肥

0．6f区は出穂・成熟期まで高濃度のまま推移している。

水稲の収量及び収量構成について図3に示した。1979年

は農試本場．雫石ともに工場堆肥0．日区は．撼棟数，点

籾数が他の有機物に比して同等あるいはやや多目に確保さ

れ，豊熟歩合も同等並となり，玄米収量は並～ややまさる

結果となっている。1981年は冷害年次で．豊熟歩合が低下

し収量水準は低かった。そのなかでの比較であるが，工場

堆肥0．日区は撼棟数，据籾数が他区に比して多目に確保

されたにもかかわらず∴豊熟歩合が大幅に低下し．収量は

同等に停まった。
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回3　玄米収量と収量構成

1　2　4　6　7

図4に県北分場での年次別収量及び綴籾数について示し

た。岩手県北に位置し，本場よりも低温条件にある県北分

場では，1979，1980年ともに工場堆肥区は初期から生育が

抑制され，棟数も無施用区並となり，成熟期が遅れ低収と

なっていろ。1981年は基肥量を少な目とし，追肥もひかえ

たため玄米収量は平年並となったが，工場堆肥0．6ト施用

区は成熟期も遅れ0．3f区に劣った。

以上のように，工場堆肥0．61施用では，低温年次ある

いは初期が低温であろ県北分場のような場所では．初期生

育の抑制，後期まで稲体窒素濃度が高く持続され登熟不良

をまねくことが認められた。

1979年　　1980年　　1981年玄米収嵐

（区名）　（k9／a）（kg／a）（kg／a）

薮逆臣4註
300　　400　400　　500　300　400

穂　　数（本／d）
図4　年次別玄米収量，㌶穂数（県北分場）

4　括　　　　　妻

大規模な佐藤式プラントによるオガクズ発酵献糞堆肥は

分析値からみろと，高pE．高成分含量といった特徴を示

し，明らかに他の有機物類とは異なった。

水田に対すろ施用法について検討した結果，施用韻が0．6

fになると，低温条件では生育の抑制，遅延が認められた。

このことから，県中北部における工場堆肥の施用童は108

当り0．3ト程度が限度であると思われた。




